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主催｜特定非営利活動法人 岡山県介護支援専門員協会 倉敷支部

癌患者・家族を最期まで支える。

講師 南岡山医療センター 呼吸器・アレルギー内科医長 濱田 昇先生
 癌緩和ケア認定看護師 佐藤 知恵先生
南岡山医療センター 呼吸器・アレルギー内科医長 濱田 昇先生
 癌緩和ケア認定看護師 佐藤 知恵先生

岡山県介護支援専門員協会の会員、もしくは準会員の方
（来年度、会員になろうとしている人も含まれます。）

ライフパーク倉敷 視聴覚室

13：30～14：00 支部総会13：30～14：00 支部総会
14：00～15：00講 演 会14：00～15：00講 演 会土29 5 27

ACPって、聞いたことがありますか？
以前にも一度講演して頂き、会員の皆様からも大変好評であった、南岡山医療センターの濱田先生に、改めてご講
演頂きます。癌終末期の意思決定支援としてよく語られるようになった「リビングウィル」。ACP（アドバンスド・ケア・
プランニング）とは、意思決定能力低下に備えての対応プロセス全体を指す取り組み、概念です。では、具体的に
どのようなことをACPというのか？実際の事例や、取り組みを通じて、濱田先生にレクチャーして頂きましょう。


